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１．はじめに 

 ８ミリフィルムの撮影から数えると動画編集は長い歴史を持っています。その昔は、は

さみでテープを切り、上手に貼りあわせるのが技術でした。その後、メディアはビデオ

テープになり、動画編集も２台のデッキにより、頭出しをしながら、画像を切り替えてい

きました。フィルムを直接はさみで切るのとは異なり、やり直しは効くものの、テープの

巻き戻しや早送り、コマ送りなど、その技術は深く、日夜を忘れて編集に勤しんだ方も

いらっしゃるかと思います。 

 近年、マルチメディアという言葉が一般的に通るようになり、その中心となったパソコ

ンは何でもできるまさにマルチのメディアに対して処理できる存在となりました。動画編

集もその一つで、ウィンドウズに無料で附属している WINDOWS MOVIE 

MAKER(VER.2)を使うことにより、画像編集も素人でもできる位簡単なものになりまし

た。 

 すばらしい作品を作るためには、すばらしい素材（テープを回してビデオカメラでとっ

た直接の画像）はもちろんのこと、かなり奥深い画像編集のノウハウが必要なことは言う

までもありません。けれども、今回のソフトのちょっとした技巧を組み合わせて使うだけ

で、一見すばらしい作品ができてしまうのです。 

 

 授業や参観日でビデオを見せる時、編集して見せる先生はたぶん少ないでしょう。

おそらくは、ビデオの頭出しをして、要所要所早送りをしながら親や子どもたちに見せ

ていることでしょう。ところが、ビデオ編集を覚えると、撮ったものはいつでも短い時間に

コンパクトにまとめておくことができるので、限られた時間で提示する授業や参観日な

どでは非常に効果的であります。また、パソコンに保存できるということもあって、動画

が今までより気軽なものになることでしょう。 

 

２．使用するソフトウェアについて 

(１)動画編集ソフト～Windows Movie Maker 2」 

 Windows XP が入ったパソコンであれば、標準で入っているソフトです。これが動く最

低条件として、 

 ・OS が Windows XP であること 

 ・600MHz 以上のプロセッサであること 

 ・128MHz 以上のメモリーがあること 

 ・2GB 以上ハードディスクが空いていること 

などです。さらに、音声や動画を取り込むためには、 

 ・オーディオキャプチャデバイス 

 ・ＤＶまたはアナログビデオキャプチャデバイスが必要とな

ります。 
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(2)動画再生ソフト～Windows Media Player」 

 バージョンは９が新しいですが、過去のバージョンでも再生は可能です。また、ＸＰ以

外でも対応はしますが、最新の機能はＸＰのみで働くようになっています。 

 

３．ビデオカメラについて 

 ＤＶカメラであれば、大丈夫です。従来のアナログであれば、別にビデオキャプチャ

ーというハードウェアを取り付ける必要があります。 

 私のデジタルビデオカメラは、 

 Victor GR-D250 で、市場価格は５万円程度です。 

スペックとしては、一番低い部類に入るのでしょうが、

実質、私にとっては何の不満もありません。このように

ビデオカメラも一昔前に比べて、ずいぶん安くなって

きましたので、デジカメと同様に一台手元においてい

いものかと思います。 

 最近のビデオカメラはほとんどデジタルで、 

ＤＶ（デジタルビデオ）端子があるのがほとん

どです。パソコンと接続するにはケーブルが

必要です。ケーブルはほとんどがオプション

のようで、標準ではついてきません。４０００円

位もするので、ちょっと買おうかどうかと考え

ますが、そろえておきましょう。 

 テープは、コンビニなどでも入手することが

できます。MINI DV カセットといえば通じま

す。 
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４．素材を取り込む 

 今回の講習では、予め素材（テープに撮影したそのままのもの）をパソコンに取り込

んでありますが、通常は、カメラの画像をパソコンに取り込むという動作から始めます。 

 

(１)ケーブルの接続 

デジタルビデオカメラとパソコンをＤＶケーブル

でつなぎます。 

 

(2)ハードウェアの認識 

デジタルビデオカメラの電源を入れます（再生に

するといいでしょう）。

すると、パソコンが「新しいハードウェアを認識しました。」

とメッセージが出て、少したつと、「使用の準備ができまし

た。」と出ます。 

 

(3)ムービーメーカーの立ち上げ 

３．次のような画面がでましたら、「ビデオの取り込み

windows ムービーメーカー使用」をクリックします。出なけ

れば、「スタート」→「全てのプログラム」→「windows ムー

ビーメーカー」とクリックします。ムービーメーカーが立ち

上がります。 
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(4)取り込み 

ムービーメーカーが立ち上がりましたら、取り込み開始です。 

画面左の「ムービー作業」の「１．ビデオの取り込み」に「ビデオデ

バイスからの取り込み」がありますから、そこをクリックします。 

 するとビデオ取り込みウィザードが立ち上がります。最初は「取り

込んだビデオファイル」です。「取り込んだビデオにつけるファイ

ル名を入力する」では、「視聴覚講座練習用」などと適宜名前を

つけてください。 

 「取り込んだビデオを保存する場所を選択する。」

では、「My Videos」が選択されていますので、そのま

まにしておきます。ここまでよろしければ｢次へ｣をクリ

ックします。 

  

 「ビデオ設定」のウィザードに移ります。今回は、「コ

ンピュータの最高の品質で再生」を選びます。この設

定を変更することで、より画質を高く（ファイルの大き

さが大きくなる）することもできますし、画質を低く（小

さなファイルで済みます）することができます。コンピ

ュータの最高の品質では、パソコンの画面いっぱい

に近づいて見るには画質はかなり劣りますが、ほど

ほどの大きさで見るには十分です。また、ファイルの

大きさもそこそこになります。 

 

「取り込み方法」のウィザードに移ります。 

ここでは、「テープ全体を自動で取り込む」を選択し

ます。「テープの一部を取り込む」を選択すると、次の

画面でコンピュータからテープの頭出しをして、それ

から取り込み開始です。 

 今回は自動なので、テープが巻き戻され自動的に

コンピュータに読み込まれていきます。最後までいき

ましたら、「完了」をクリックしてください。 

 中央にコレクションが表示されます。｢ビデオクリッ

プ｣といってクリップごとに出ますので、編集にとても

便利です。 
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５．動画の編集の画面 

(１)取り込み 

 取り込んだ画像は右図のようになります。 

 ★今回の講習ではあらかじめパソコンに取

り込まれた画像を利用しますので、ここからス

タートです。 

「ムービー作業」→「ビデオの取り込み」→「ビ

デオの読み込み」→「視聴覚研講習会(運動

会)」といきます。 

（２）ムービーメーカーの画面 

 下の表示のところを「タイムラン」にします。 

 下図の通りになるはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今日の講座の中心になります。 

「ビデオ特殊効果」は、早送りをしたり、スローモーションにしたり、モノクロにしたり、ぼ

やかしたり、古いフィルムみたいにしたりします。 

｢ビデオ切り替え効果｣はクリップとクリップの移り変わり方です。しだいに移り変わって

いくとか、めくれあがるように切り替わるとか、右から紙芝居のように切り替わるかなどの

ビデオに入っている音声が入ります。大きさを変えたり、ミュートします。

ビデオとビデオの切り替わり方を入れます。

ここに取り込んだ駒を入れます。早送りや画質を変えるなどの効果を入れます。 

バックミュージックとしての音楽を入れます。 

テロップを入れます。

時間の拡

大・縮小 
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効果です。 

「タイトルまたはクレジットの作成」は、作品の前にタイトルを入れたり、作品の最後に出

演者を入れたり、画面にテロップを入れたりします。 

 また「時間の拡大・縮小」では、クリップの細かいところを編集する場合など、１秒の間

隔を大きくして、微調整をします。 

 

(３)画像のプレビュー 

 コレクションから、見たい「クリップ」

を選び、クリックします。そうすると右

側の黒い画面に画像が出ます。△

ボタンで再生です。見る観点として、

そのクリップの中に、使える場面が

あるのかないのか（撮影したもので

も、使われないものがある、違う言

い方をすると、捨てられるものがほと

んど）、そして、使えるものがあった

場合、クリップのどの部分かをチェ

ックします。 

 

６．クリップを配置する 

 クリップを配置していきましょう。クリ

ップの中から使いたいクリップを画面

下の「タイムラン」の中のビデオにドラ

ッグします。（ドラッグとは、つかみた

いクリップのところでクリックし、そのま

まの状態で、引っ張り、目的のところ

で離すことです。）図のようになります。音声が入ったファイルなので、オーディオのとこ

ろに音声が乗ります。 

 もう一つクリップを配置してみましょ

う。配置したいクリップを先ほどのクリ

ップの隣にドラッグします。このように

後ろにつけたしていくことも、配置さ

れたクリップの前やクリップとクリップ

の間に挿入することもできます。さら

に、配置したクリップをドラッグして順

番を変えたり、右クリックして切り取り、
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また削除したりすることもできます。 

 ここまで編集したクリップを見てみましょう。左向きの矢印をクリックすると、先頭に戻り

ます。また、タイムの上でクリックすると任意の場所に開始ポイントを設定することができ

ます。右矢印をクリックすると、再生します。 

 

７．クリップを編集する 

クリップを編集していきましょう。いい作品を作るためには、必要なクリップを選択するこ

とと、さらにそのクリップの中で、ここぞと思うところだけを残して、他を大胆にカットして

いくことが大切です。このようにカットしていくことを「トリミング」といいます。写真と同じ

ですね。ただし、後でやるビデオ切り替え効果の時に、いわゆる「のし代」が必要になり

ますので、若干余裕を持って編集していきます。 

 まず、タイムランの拡大をします。２度ほど「＋」をクリックすると、

右のように時間軸

が拡大されます。 

 さらに＋をクリック

するとさらに拡大さ

れます。上のタイム

を見ながら、適宜

拡大、縮小を使い

ましょう。 

 青組が入場しているクリップを編集してみます。再生してみるとわかるのですが、途

中でカメラがぶれて地面だけ写っています。（実はデジカメとビデオと両手で撮影して

いたのでこんなことになります）そこをカットしてみましょう。 

該当クリップを選択し、その先頭

部分にマウスを当てます。すると図

のような赤矢印がでます。そこでド

ラッグしながら、右へ振っていきま

す。画面には振った時点の画像が

でますので、それを見ながら、必要

なところまでカットし、ドラッグを終了

します。これで前からのカットができます。後ろからカットする場合には、該当クリップの

選択し、最後の部分にマウスをあて、左へドラッグしてカットしていきます。 

細かいところを編集する場合は、時間軸を拡大して下さい。また、一つのクリックに

複数個所を選択したい場合は、タイムランに同じクリップを何度かドラッグして、それぞ

れ必要なところをトリミングすることになります。地道な作業ですが、この編集作業で作

品の成否が大きくかかわります。私は９秒ぐらいに縮めました。 
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8．クリップに特殊効果を

つける。 

「ムービーの編集」→「ビデオ特殊

効果の表示」とクリックします。効果を

つけるというのは、選択したクリップに、

「倍速にする」、「スローにする」、「回

転させる」、「モザイクをかける」、「モ

ノトーンにしたり、色をかえたりする」

などをするものです。これは「スロー

にして、モザイクをかける」など複数

の効果を合わせてつけることができます。ちなみに私はあまり使ったことがありません。 

それでは試してみましょう。図のような画面になりますので、試したい特殊効果をクリ

ックして選択し、右側の画面の再生ボタンをクリックします。 

実際の画面に特殊効果をつけてみましょう。追加したい効果を選択し、その効果を

付けるクリックへドラッグします。一つのクリップに複数の効果をつけ

たければ、更に効果を選択し、クリップへドラッグします。効果のつ

いたクリップには、図のように☆マークがつきます。 

つけた効果を削除したり、また、追加したりするには、加除するクリ

ップを右クリックし、サブウィンドウからビデオ

特殊効果をクリックします。すると図のような

画面になりますので、左から選んで追加、ま

た右側にあるすでに追加されている効果を

選択し、削除することができます。 

いろいろ試してみてください。 
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９．ビデオの切り替え効

果をつける 

「ムービーの編集」→「ビデオ切り

替え効果の表示」とクリックします。こ

の効果をつけない場合は、クリップか

らクリップへは、いきなり変わりますが、

この切り替え効果をつけると、クリップ

から次のクリップに移る時に、「ゆっく

り自然に切り替わる。」、「左から次の

画面が入ってくる」、「真ん中から丸く

なりながら広がってくる」などの切り替

わり方を変えるものです。また、切り替えに要する時間も変えることができるので、すば

やく変えたり（と言ってもあまり速いと効果がわかりませんが）、逆に２秒ぐらいかけてゆ

っくり効果を演じたりすることができます。これも、使いようで、あれこれ使うと見苦しくな

ります。 

それでは試してみましょう。図のような画面になりますので、試したい切り替え効果を

クリックして選択し、右側の画面の再生ボタンをクリックします。実際の画面に切り替え

効果をつけてみましょう。 

次にクリップとクリップを

重ねる作業をします。重

ねた後に切り替わるクリッ

プを選択（クリック）します。

マウスポインタが手の形

になります。そのまま左隣

の画像にドラッグして重ね

ます。効果の追加したい

効果を選択し、その効果

を付けるクリックへドラッグ

します。マウスを離すと図のように一部重なりました。「フェ…」と見えますが、初期設定

は「フェード」つまり、自然に全体が切り替わるものです。普段使うとしたらこれが一番

自然だと思います。意図的に効果を変える場合は、ビデオ切り替え効果のたくさんある

中から、選択して、今「フェード」となっている切り替え効果のタイムランにドラッグしてく

ださい。 

尚、切り替え効果を削除するためには、クリップ同士が重なっているところを切り離し

ます。切り替えの時間及び効果はコピーもできます。同じパターンで切り替わるときに

便利です。作品を作る場合、ここまでの作業に大部分の時間を使うことになります。 
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１０．タイトル、クレジットの挿入 

 「ムービーの編集」→「タイトルまたはクレジットの作成」とクリックします。ここでは、

作品の最初にタイトル、そし

てサブタイトルをつけます。

また作品中に必要に応じて、

説明などのテロップをつけて

いきます。 

最初に作品の最初にタイ

トルをつけましょう。 

「ムービーの最初にタイト

ルを追加する」を選択しま

す。 

上の欄に「大運動会」と入

力し、「フォントと色を変更す

る」をクリックし、少し字を大き

くします。それから「藤城小学

校」と入力します。上下の文字がくっついているので、大運動会のところで、何回かエ

ンターキーを押して整えます。文字のフォントや色、画面の出方を変えることもできま

すが、初期状態のままが一番いいよう

です。 

できましたら、「終了、タイトルをム

ービーに追加する」をクリックします。

作品に入れることができました。これも

編集で長さを変えることができますが、

初期状態の３秒程度が一番いいよう

です。 

 

 次に作品の最後にクレジットを入れましょう。「ムービーの最後にクレジットを追加す

る。」を選択します。これは映画の最後に出演者や監督などローリングしながら出るも
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のです。このソフトでも、下から上に入力したものがでてきます。ここでは、前ページの

ように、「藤城小学校大運動会」「赤組キャプテン」「名前」、「白組キャプテン」「名前」、

「制作・著作」「藤城小学校」と入れてみました。できましたら、「終了、タイトルをムービ

ーに追加する」をクリックします。ここでも長さを調整できます。ただし、長さを短くすると

ロールの速度が速くなるので、注意が必要です。 

 

 最後にテロップを入れましょ

う。最初の入場場面に「選手

入場」と入れましょう。まず、

入場場面のクリップを選択し、

「タイムランで選択したクリッ

プにタイトルを入れる」をクリッ

クします。タイトルのテキスト

のところに「選手入場」と入れます。また、「タイトルアニメーションを変更する。」をクリッ

クして、タイトル１行の中のサブタイトルを選びます。これでタイムランの一番下のタイト

ルオーバーレイのところにタイトルが入りました。このタイトルは選択して手のマークに

なった時は、左右に移動できます。また、クリップの編集でやりました、カットそして、引

き伸ばしもできます。 
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１１．音楽を取り込み 

 最後のクレジットに音楽を入

れてみましょう。 

 ここでは、ＣＤにある音楽を

Windows Media プレーヤー

を使ってコンピュータに読み

込ませ、それをムービーメー

カーに乗せるものです。これ

は直接ムービーメーカーがＣ

Ｄの音楽を取り込むことがで

い な い た め 、 間 接 的 に

Windows Media プレーヤー

を使うというものです。先ほど

のムービーメーカーは最小化しておきましょう。 

 まず、Windows Media プレーヤーを立ち上げましょう。スタート、プログラムで出てくる

はずです。順を追って説明しましょう。 

1. Windows Media プレーヤーの立ち上げ 

2.CD から録音 

3.ＣＤを入れる 

4．該当する曲にチェックを入れる。 

５．音楽の録音 

これで、ＣＤに読み込まれます。あとは、ＣＤを

取り出して、プレーヤーを閉じていいです。 

 

 再び、ムービーメーカーを最大化します。 

１．ビデオの取り込み、オーディオまたは音楽

の取り込み→マイミュージックが開きます。 

２．そこに該当のＣＤの名前等がでて

きます（手作りの場合、アーティスト情

報なしと出る場合があります） 

３．必要なファイルを選び、「読み込

み」をクリックします。 

 最終的に図のような音楽記号が現

れ、音楽の取り込みの準備ができまし

た。 
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４．音楽のアイコンを「タイムラ

ン」の「オーディオ／音楽」の

最後のクレジットの下あたりに

ドラッグします。音楽は通常

何分かありますので、先ほど

のクリップの編集の要領で、

前後をカットします。私がやる時は、最後のクレジットの場合は、音楽の最後とクレジッ

トの最後が同じになるように、前半部分を大幅にカットします。 

 

１２．オーディオレベルを変える 

 通常撮影する時は音の大

きさの調整は自動かと思いま

す。ムービーメーカーでは、

音の大きさをｓｈ同で調整す

ることができます。細かい振

幅になっているのが音なの

ですが、上下の壁にくっつく

以上だと音がひずみ、振幅

がほとんどない場合、無音に

近い状態になります。その調

整をやってみましょう。 

 調整しようとするオーディオ

または、先ほどの音楽のところで、右クリック、ボリューム

をクリックします。図のように「ボリュームレベルの調整」

でレベルをドラッグしながら左右に振ります。ほんの少

し上げても結構レベルは上がります。また、右クリックし

た時に、ミュート（音を全く消す）、フェードイン、フェード

アウトもできます。音を消して、そこに音楽を入れるなどの効果も使うことができます。 

 

１３．保存 

保存は２つに分けて考えます。 

(1)プロジェクトの保存 

 プロジェクトの保存は、切り替え効果やクリップの編集状況、オーディオのレベルなど、

作業の工程を保存するものです。したがって、プロジェクトを保存しておくと、出来上が

った作品の間違いを訂正したり、一部を作り変えたりすることができます。 

 ファイル→名前をつけてプロジェクトを保存→「視聴覚講習会」（任意）をつけて保存
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します。 

 ２つのビデオデッキを並べて編集していた時代にはできなかったことですね。 

(2)ムービーの保存 

 これはでき上がった作品を一つのファイル

にしてしまうことです。そのファイルはウィンド

ウズメディアプレーヤーがあれば誰でも見る

ことができます。 

 ムービー作業→ムービーの完了→コンピュ

ータに保存→視聴覚研究講習会(任意)を入

力。次へ 

 ムービーの設定→コンピュータの最高の品

質で再生。次へ。 

ムービーの保存には、何分か時間がかか

ります。 

 

 尚、取り込みや保存ではいろいろ画質を調

整することができます。今回の作品は見てい

ただけるように、大きな画面にするとけっこう

粗いものがあります。もっともっと、きれいに

編集することもできますが、コンピュータのハ

ードディスクの容量が、もっともっと必要にな

ります。ですから、必要な大きさで編集を行

うことが大切です。 

 

１４．最後に 

 このように基本操作は、他のアプリケーショ

ンソフトに比べると、とても少ないです。しか

しながら、見栄えのある作品を作るためには、

いい素材もそうですが、それなりの編集のノ

ウハウも必要になってきます。また、最初は

一つの作品を作るのに何日もかかるかもしれませんが、しだいに短い時間で作れるよ

うになります。 

 さらに、先生方が苦労して作られた財産は、ファイルとして扱うことができますから、メ

ディアなどで受け渡しをしたり、インターネット上で公開したりすることもできます。使い

方次第で広がってきますね。 


